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Clusters from two diploid grape cultivars ， cv. Delaware (れtis labruscana Bailey) and Muscat Bailey A (v. vin 件'ra

L. X V. labrusca L.)， were induced to set seedless berries by a c1 uster dipping treatment with 100 ppm gibberellin A3 (GA3) 

solution 14 and 11 days before full bloom ， respectively. Pollen tube growth after pollination with Muscat of Alexandria 

po l1 en grains was severely inhibited in the ovary of GA 3 treated pistils ， which prevented ovule fertilization. However ， the 

development of pollen tube transmitting tissue (TT) was not negatively a官邸ted by the GA 3 treatmen t. Late GA 3 treatments ， 

narnely nine and four days before full bloom of each 印刷var ，produced c1 usters containing boyh seeded and seedless 

berries. The degree of inhibition of the pollen tube growth in the ovary was significantly decreased by such late GA 3 

treatments ， resulting in fertilization of the ovule. On the other hand ， in tetraploid cultivars ， cv. Aki Queen and Pione (v. 

vinifera L. X V. labrusca L.)， GA 3 tre t'tments during and other the blooming period markedly increased the number of 

seeded berries per c1 uster. A 1t hough the GA 3 treatment did not e能 ct pollen tube growth in pistils ， it stimulated ovule 

and/or ovary development ， as indicated by the increases in cell number and cell size between five and ten days after 

blooming. Such stimulation of ovule an d/or ovary development would result in an increase in the production of seedless 

berries. 

Key words: grape c1 uster ， GA 3 treatment ， s田 dlessness ，pollen tube growth ， ovule ， ovary wall 

緒言

2倍体品種のデラウエア (v. labruscana Bailey) の花

穂を開花1O~17 日前に 100 ppm のジベレリンA3 (GA 3) 

水溶液で浸潰処理すると無核果が形成され、さらに満

開2週間後の同様のGA 3処理によって、果粒の肥大と

熟期が促進される (3)。その後、マスカット・ベーリ

-A (v. vinifera L.X V. labrusca L.) でも、同様の方法

でほぼ同じ結果が得られることが明らかにされ(t)、

現在では両品種ともこの方式による無核果生産が広く

行われている。このように、 GA3~: よるブドウ果実の

無核化の成功は、産業的に多大な予献をしたが、適期

のGA 3処理によってなぜ100% 近い 1核果が得られ、 l

回目のGA 3処理時期が遅れると、おぜ有核果が混入す

るのかは、十分解明されていない。
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一方、 4倍体品種のピオーネ (v. vinifera L. X V. 

labrusca L.) は、元来、結実が極めて不良であるが (2)、

開花期中の花穂を20""'25 ppm のGA 3で処理すると、多

数の無核果が形成され、満開2週間後に行う 2回目の

GA 3処理で、果実の肥大と熟期が促進される (10) 。

近年は、巨峰や安芸クイーンでもこの方法による無核

果生産が行なわれている。しかし、開花・受粉後のGA 3

処理が、なぜ無核化に有効であるのか、着粒の増加は

何によってもたらされるのかは、明らかでない。

本研究では、 GA 3処理による無核化機構の解明を目

的として、 2倍体品種に対する処理適期、不適期のGA 3

処理による雌ずい中での花粉管生長と、花粉管誘導組

織 (Transmitting tissue ;甘)の発達に及ぼす影響を調

査した。また、 4倍体品種については、不受精子房の

着粒に関係すると思われる匪珠と子房壁の発達につい

て、 GA 3処理の影響を調査した。
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材料と方法

2002 年に、岡山県農業試験場でトンネル被覆栽培さ

れている 16 年生のデラウエアと 6 年生の安芸クイー

ン、岡山大学農学部附属農場内の雨よけハウスで栽培

されている 11 年生のマスカット・ベーリーA と7年

生ピオーネの各 1樹を供試した。

2倍体品種のデラウエアとマスカット・ベーリ -A

に対するGA 3処理は、市販のジベレリン粉剤(協和発

酵)を脱塩水で希釈し、 GA 3の100 ppm 溶液で花穂を

浸潰した。処理適期の推定には、岡本ら (5) が示し

た花冠長(デラウエア:1.8""2.0 m m 、マスカツト.

ベ一リ一A:コ2
適期処理を5月l日3日に行つたが、これはデラウエアで

は無処理区の満開期(半数以上の花穂で、全小花の約

50% が開花した日;5月27 日)の14 日前、マスカット・

ベーリ - Aでは満開期 (5月24 日)の 11 日前であった。

また、 GA 3の遅延処理として、デラウエアでは5月18

日(満開9 日前)、マスカット・ベーリーA では5月20

日(満開4 日前)に処理した。適期処理区、遅延処理

区とも各品種30 花穂ずつに行い、同数の花穂、を無処理

区とした。

4倍体品種に対するGA 3処理は、岡山県が示した指

針 (13) および農業試験場の実験結果 (4) を参考に

した。すなわち、安芸クイーンに対シては、満開期 (5

月26 日)に、 25 ppm のGA3 水溶被に花穂を浸漬処理

した。また、ピオーネに対しては、満開期 (5月22 日)

の 3 日後に同様のGA 3処理を行った。各品種とも20 花

穂をGA 3処理し、同数の花穂、を無処理とした。なお、

花穂形成は2倍体、 4倍体品種とも慣行の方法に従った

(13) 。

各処理区の内で、開花の時期が揃った 10 花穂から、

開花日に雌ずい30 個を採取し、 FAA (F ormalin : A伺 tic

acid : 50% Ethyl alcohol=5 : 5 : 90 )で固定した。また、

その日に開花した雌ずいの柱頭にマスカット・オブ・

アレキサンドリアの花粉を人工受粉し、その3 日後に

それらを採取して、 FiえA で固定した。 4倍体の2品種に

ついては、開花5日後、 10 日後にも雌ずいを採取し、 FAA

で固定した。

デラウエアとマスカット・ベー IJ -Aの開花当日の

雌ずい、安芸クイーンとピオーネの開花3、5‘10 日後

の子房(幼果)各10 個を、 EのH-Bu OH シリーズで脱

水した後、常法でパラフィン包埋し、ミクロトームで

ブドウ花穏に対する GA 処理が花粉管生長と結実に及ぼす影響

Fig. 1 Measurements of maximum ovule diame 町(←→)， wi 仙

of ovruy wall ， and the number of celllayers in ovary wall 

counted on a radialline (-) in a cross section of ovaries 

at their maximum thickness. Ow ， ovary wall; Ov ， 0 刊 le;
Lo ， locule; Sp ， septum. (X40) 

12μm の横断切片を作成、アルシアンブルーとシッフ

試薬による2重染色を行った。開花当日のサンプルに

ついては、花柱の中央部と基部、子房の上部(子室の

最上部)、中央部(子房の最大直径部)、下部(子房と

花托の接点)、珠孔の各部位におけるTT の細胞層数を

光学顕微鏡下で計測した。また、受粉 3 、 5、10 日後

の子房中央部の切片については、全ての匪珠の最大直

径と、子房壁の厚さおよび放射方向に引いた直線上に

存在する細胞の数 (Fig. 1) を、ミクロメーターを装

着した光学顕微鏡で計測した。いずれも各サンプルの

平均的な2か所について調査した。

受粉3 日後のサシプルは、同様の方法で 14μm の横

断切片とし、 0.2%アニリンブルー (O.IN K 3P0 3溶液)

で染色した。雌ずい20 個について、上記の花柱の中央

部と基部、子房の上部、中央部、下部、珠孔における

花粉管数を落射型蛍光顕微鏡を用いて調査した。なお、

子房組織中に伸長した花粉管は、 TT 内の細胞間隙を

伸長している花粉管 (TT 内)と隔壁の表面あるいはTT

の外側を伸長している花粉管 (TT 外)に分けて調査

した。

満開期に各処理区の8花穂にポリエチレンのネット

をかけ、約3週間後に落花した小花数と着粒数を計測

し、着粒率を求めた。結実した果粒は、硬核期に果粒

中の種子数を調査し、無核果率と平均含種子数を求め
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Table 1 Effects of GA 3 treatments on berry set and seed development in diploid 却 d tetraploid grapes. 

2003 年に、岡山市古都地区に

ある経済栽培園のデラウエア (8

年生)を用い、 100 ppm-GA 3に

よる適期処理区 (5月6日;満開

14 日前)、遅延処理区 (5月11 日;

同9 日前)および無処理区の3区

を設けた。各区30 花穂を、マス

カット花粉および自家花粉によ

る受粉区、不受粉(放任)区と

し、開花日および受粉3日後に、

各区で生育の揃った 5""'8 花穂か

ら30 雌ずいを採取し、 FAA で固

定した後、同様の方法で厚さ 16

μ mのパラフィン横断切片とし

た。これをアニリンブルーで染

色後、雌ずい各部位の花粉管生長を蛍光顕微鏡を用い

Time of No.of No. of No. of Berrv set Seedless No.of 
Cultivar GA 3 日orets berries seedless berries He 口mッy。set be ロy seeds 

application z Icluster Icluster Icluster % Iberry 

Delaware ー14DBF 130.6 99.3 92.3 76.0b y 93.0a 0.14b 

-9 DBF 97.5 81.8 53 .3 83.9a 65.2b 0.43b 
Untreated 10 1.3 44.1 3.3 43.5c 7.5c 1.1 7a 

Muscat -11 DBF 144.8 
Bailey A -4 DBF 142.1 
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39.1 

22.0 

74.8 92.1 

42.0 23.2 

0.07 

1. 11 

36.0 Ak i Queen Blooming 52.3 

Untreated 52 .4 

Pione 

5.1 ， 
事事市

3DAB 60.1 

62 .4 

O.∞ 
0.01 

62.3 60.1 

61.5 

96.5 ∞0 
73.9 98.6 Untreated 84 .4 

z C1usters of Delaware and Muscat Bailey A were dipped into 1∞ppm GA 3 solution ， and those of Aki 
Qu 田 n and Pione ， into 25 ppm. DBF ， days before full bloom; DAB ， days after blooming. 

Y Means in each co1urnn in each cu1tivar were separated by DMRT (p<O.05 ，ロ=8)

'Means in each column in each cultivar were separated by the t-test (... ，p<O.OI ， .p<O.05 ， n=8) 

て調査した。

結果

1 .結実と種子形成

各品種、各区の着粒率、無核果率、平均種子数はTable

lのとおりである。デラウエアでは、無処理区の着粒

率は43.5% であったが、 G A 3適期:t:よび遅延処理の両

区ではそれぞ76% 、83.9% が着粒L 、無処理より高か

った。マスカット・ベーリーA で毛無処理区の着粒率

は40.6% であったが、 G A 3の適期処理、遅延処理の両

区では約65""'72% で、デラウエアとほぼ同様の結果で

あった (Fig. 2) 0 4倍体品種につし:ても、安芸クイー

ンでは無処理区で42% 、G A 3処理院で74.8% 、ピオー

ネではそれぞれ73.9% 、96.5% で、 G A 3処理により着

粒率は高くなった (Fig.3) 。

無核果率は、デラウエアの適期処理区では93% 、マ

スカット・ベーリーA では約95% であり、 l果房に着

生した有核果は5""'7 粒であった。しかし、遅延処理区

の無核果率はそれぞれ65.2% 、75.5% となり、 G A 3の

無核化効果は低下した。安芸クイーンでは、無処理区

でも23.2% が無核果であったが、 G A J処理区では92.1%

が無核となった。一方、ピオーネでは、無処理区でも

98.6% が無核果であり、 G A 3処理すると完全に無核と

なった。

Fig.2 E釘巴ct of G A 3 treatments on beny set in Delaware 

grapes. Lef t， dipped with 100 ppm G A 3 solution 14 days 

before full bloom; middle ， dipped 8 days before full 

bloom; right ， untreated contro l. 

Fig. 3 Effect of G A 3 treatrnents on beny set in Pione gra 戸:s.

Upper ， untreated control; lower ， dipped with 25 ppm 

G A 3 solution 3 days after blooming. 
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Table 2 Effects of GA 3 treatments on pollen tube growth in pistils of diploid and tetraploid grapes. 
平均含種子数は、デラウエ

ア、マスカット・ベーリ -A

の無処理区ではそれぞれ1.2、

1.7個で、あったが、適期処理区

ではいずれの品種でもほぼ0.1

個、遅延処理区では約0.4個で

あった。また、安芸クイーン

の無処理区ではl.l個であった

が、 GA 3処理区では0.1 個以下

であった。しかし、ピオーネ

では無処理の場合でも、ほぼ

O 個であった。

Timeof Style Ovary 
Micro-

Cultivar GA 3 pyle 
application z Middle Base Upper Middle Lower 

Delaware -14 DBF 30 .la y 20.3a 11.2a 6.4 (0.5) x 0.1 (0.0) b O.Oc 

-9DBF 15.9b 1O .0b 7.4b 6.0(0.7) 2.9 (0.0) ab 0.6b 

Untreated 23.4ab 15.7ab 10.6ab 6.6 (0.5) 3.1 (0.1) a l.3 a 
，軸仙崎同..~.・ 四.司・ー・ー ーーー. 一 一一一一一一一一一一一 ‘一一一一一一一一一一一一

Muscat II DBF 6.lb 4.0b 2.7b 1.0 (O.O)b 0.2 (0.0) b 。目Ob

Bailey A -4DBF 34.7a 24.1a 14.7a 5.2 (0.7) ab 2.2 (0.0) b 0.7b 

Untreated 26.2ab 21.1 a 13.7ab 7.9 (0.8) a 5.2 (0.1) a 1.9a 

Aki Queen Blooming 30.9 14 .4 3.2 1.3 (0.4) 0.0 (0.0) 0.0 

Untreated 40.8 21.4 6.3 2.2 (0.5) 0.3 (0.0) 0.1 

Pione 3 DAB 24.1 10.0 1.6 0.2 (0.0) 0.0 (0.0) 0.0 

， See Table 1. Number of pollen tubes was counted three days after pollination 

Y Means in each column in each cultivar were separated by DMRT (p<0.05 ， n=8) 

X Numbers in parentheses indicate pollen tubes pene 汀ating inside ofTT. 
2. 花粉管生長

雌ずいの各部位における平

Fig. 4 Development of a pollen tube 回 1smitting tissue (TI) in 

pistils of Muscat Bailey A. The TT is found at the cen 町

of a style (A) and upper ovary (B)， and at the inner par 飽

of two sep 匂(c). TT cells are characterized by their 

round and sma l1- size with wide cellular spaces. Co ， 
cortex; TT ，佐官nsmi 枕ing tissue; Tl， top of locule; Sp ， 
sep 旬m; Lo ， locule ， Ov ， 0 刊 le. (X 100) 

均花粉管数はTable 2に示すとおりである。デラウエア

でやや少なかったが、子房中央部では各区に差がなか

った。しかし、子房の下部に到達した花粉管数は、無

処理区と遅延処理区では約3本であったが、適期処理

区では0.1 本しかなかった。なお、いずれの区でも、

子房組織内の花粉管はほとんどが隔壁の表面または両

隔壁の中間の空間を通過し、 TT の内部を貫通するも

のは極めてわずかであった。珠孔内に花粉管が進入し

た匪珠の数は、無処理区ではl.3個であったが、遅延

処理区で0.6 個、適期処理区では0個であった。マスカ

ット・ベーリーA では、適期処理区では花柱中央部か

ら先のいず、れの位置でも花粉管が無処理区より有意に

少なかった。珠孔に花粉管が到達した匪珠数も無処理

区では1.9個であったのに対して、遅延処理区では0.7

個、適期処理区では0個であった。

安芸クイーンでは、雌ずいのどの位置においても、

GA 3処理によって花粉管数が少なくなる傾向がみられ

たが、有意な差ではなかった。無処理区では、ごく少

数ではあるが花粉管の珠孔への進入が認められた。ピ

オーネでは、無処理区でも珠孔に到達した花粉管はな

かった。なお、ピオーネに対するGA 3処理は開花(受

粉)3日後に行ったが、その時点で花粉管生長はほぼ

終了しており、その後の花粉管生長にはほとんど影響

しなかった(データ省略)。
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Table 3 Effects of GA 3 treatments on TT development in two diploid grape cultivars. 
3. 雌ずい各部位のTT の発達

Time of Style Ovary 

Cultivar GA 3 
application Z 乱1iddle Base Upper Middle Lower 

Delaware -14 DBF 9.5 6.5 5.6 4.5 2.2 

Untreated 9.8 7.1 5.6 4.7 2.7 

NSY NS NS NS * ._...-.一一一一一・E ・‘一一一一一一一一一一-一ー………一一一_....町一…一一…一一一一……………......，--一一一一一・山・

2倍体2品種の雌ずい横断切片

上では、 TT は丸い、小型の厚膜

細胞が細胞間隙を伴って構成さ

れているのが特徴で、花柱およ

び子房上部では雌ずいの中心部

に、子房の中央部、下部では子

房壁から内側に突出する両隔壁

の内部に存在した (Fig. 4)。各

品種、各区の雌ずい各部位にお

ける TT の細胞数(花柱では直径

上に並ぶTT 細胞数、子房内では

隔壁を縦断する直径線上に並ぶ

TT 細胞数)を示したのがTable 3 

である。デラウエアでは旺珠下

部でわずかな差が見られた以外

は、 G A 3処理、無処理による違

いはなかった。特に、花粉管生

長が強く抑制されたG A 3適期処

理区の子房の中央部~下部でも、

TT 細胞層数は3.9 層であり、無

処理区の3.7 層と差はなかった。

マスカット・ベーリーA でも、

適期処理区と無処理区のTT 細胞

数に差は見られなかった。

Muscat ー 11 DBF 16.8 6.5 5.6 4.5 3.3 

Bailey A Untreated 16.1 6.0 5.3 4.7 3.8 

NS NS NS NS NS 

Z See Table 1. Number of TT ce111ayers in cross sections of each position of a pistil was 

counted at bloom. 

YMeans in each column in each cultivar were separated by the t-test (p<O.05 ， n=8). 

Table 4 Effects of GA] treatments on ovary dt;velopment in two tetraploid grape cultivars. 

Timeof Width of ovary wall No. of celllayers in ovary wall 
Cultivar GA 3 Days after blooming Days after blooming 

application Z 

3 5 10 3 5 10 

Aki Queen Blooming 0.93 :t0.42 y 1.29 :t0.76 2.25 :t0.65 29 .4:t1.1 38.0 :t1. 2 44.8 :t0.6 

Untreated 0.90 :t0.30 1.03 :t0.34 1.88 :t0.41 28.1 :t0.7 33.8 企0.9 41.6:t0.9 

NS . '・.x 
NS 事事

Pione 3DAB 1.34 :t0.39 2.12 :t0.69 37.8 :t1. 0 34.1 :t0.8 

Untreated 0.44 :t0.16 1.21 士0.42 1.86 :t0.34 19.2 :t0.4 42.5 :t0.6 39.7 :t0.9 
ヨ.

， For treatments ， see Table 1. DAB. days after 'Jlooming. 
y Means :t SE (n=8) 

x Means in each column in each cultivar were sc ，larated by the t-test (*本*.p<O.OI; *. p<0.05) 

3DAB 
50 

40 ト 1¥

~ 30 ト A"¥.q… 20 ~ / 1 ¥¥ 
ロ I I ~九

g 10 ト，/ I ~ 
::s ~ 
告 O~\
】

'" .ー
・司 60 

。~也B
50 

40 

30 

20 

10 

。
0.4 

5DAB IODAB 

些ほ担旦

0.6 0.8 1.0 1.2 1.4 1.6 

Ovule diameter (mm) 

Fig. 5 Effects of GA 3 treatments on post-bloom ovule growth in Aki Queen 

(upper) and Pione (lower) grapes. The maximum diameter of each ovule 

was measured for 20 ov 胡郎 3，~. and 10 days after blooming (DAB). ・， Clusters were 田 ated with 25 ppm of GA 3 solution at blooming for 

Aki Queen and at 3 days after blooming for Pione; 0 ， un 回 ated contro l. 
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4. 開花後の匪珠および子房壁の発達

4倍体2品種における開花後の匪珠の発

育を、最大直径の分布比で示したのがFig.

5である。安芸クイーンでは、開花3日後

では G A 3処理区、無処理区とも 0.5 ........ 

0.7mm の匪珠がほとんどで、あったが、開

花5 日後には、無処理区では0.6........0.8mm

の匪珠が多かったのに対して、 G A 3処理

区では0.8mm 以上の匪珠が多く見られた。

しかし、開花 10 日後になると、 G A 3処理

区の匪珠の大きさはあまり変化していな

いのに対して、無処理区では1 m m 以上

に発達したものが存在し、それらは種子

としての生長を始めていることが確認さ

れた。一方、ピオーネでは開花5日後、 10

日後ともに無処理区と処理区に相違はな
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かった。

子房壁の厚さと細胞層数の増加を示したのがTable 4 

である。安芸クイーンでは、子房壁の厚さは、開花3

日後には処理区による差がなかったが、 5 日後、 10 日

後では無処理区よりもG A 3処理区の方が明らかに厚か

った。子房壁の細胞層数も、開花3 日後には差はなか

ったが、 5日後、 10 日後ではG A 3処理区の方が有意に

多かった。ピオーネでも、子房壁の日さは開花5日後、

10 日後にG A 3処理区の方が厚かったが、細胞層数は逆

に無処理区の方が多く、安芸クイーンとは異なる反応

を示した。

5. G A 3処理したデラウエアに対する受粉、不受粉の

影響

マスカット花粉による他家受粉、各区の花粉による

自家受粉、不受粉(放任)とした場合のデラウエア雌

ず、いへの花粉管生長はTable 5に示すとおりである。無

処理区では柱頭上の花粉管数は不受粉区で少なかった

が、雌ずい内部に伸長した花粉管には受粉、不受粉に

よる差はなかった。しかし、適期処理区、遅延処理区

では、他家受粉を行なうと、自家受粉の場合より雌ず

い内部に伸長した花粉管は多かった。不受粉の場合に、

柱頭上に付着した花粉粒は、適期処理区でわずかに2.8

個、遅延処理区で6.8 個に過ぎず、雌ず、い内へ伸長し

た花粉管はほとんと、なかった。

ブドウ花穏に対する GA 処理が花粉管生長と結実に及ぼす影響

考察

本実験で、デラウエアおよびマスカット・ベーリー

A に対してそれぞれ満開 14 ，11 日前に 100 ppm-GA 3処理

を行なうと、着粒率が無処理区に比べて高くなり、そ

の約93"'95 %が無核果であった。また、処理時期がそ

れより 5、7日遅れると、無核果率は低下した。また、

4倍体品種の安芸クイーンとピオーネの花穂に、それ

ぞれ開花期、開花3日後に25ppm のG A 3処理をすると、

ほぼすべてが無核果となり、着粒率も大きく上昇した。

このようなG A 3処理の効果は、実際の栽培で一般的に

経験されるものと同じであった。ピオーネは無処理で

もほとんどが無核果であったが、これは供試樹が毎年

短梢関定されており、新梢の生長が旺盛であるため、

開花期直前に強い摘心が行われることも関係している

と思われる (1})。摘心を要しない長梢関定樹では有

核果粒の着生が多く、 G A 3を用いない、有核果実の生

産が広く行われている (2)。

デラウエアやマスカット・ベーリーA の花穂に対す

る適期のG A 3処理は、花粉の発芽力を低下させること

が示されている (14 ，15 ， 16) 。本実験では、開花期に

健全なマスカットの花粉を受粉したが、マスカット・

ベーリ -Aでは花柱中央部から、デラウエアでは子房

中央部から先への花粉管伸長が明らかに抑制され、匹

珠の受精が妨害された。したがって、適期のG A 3処理

によって有核果粒が形成されない原因は、花粉の不稔

化だけでなく、雌ずい内に花粉管生長を抑制する何ら

Table 5 Effects of cross and self pollinati ヨn on pollen tube growth in Delaware pistils treated 

and untreated with GA 3 

かの変化が引き起こさ

れていることが明らか

である。子房組織内で

の花粉管生長が抑制さ

れる現象は、多くの4倍

体品種でも見られる (6，

7， 8)。その原因のーっ

として、子房内での花

粉管誘導組織 (TT) の

発達不良が報告されて

いる (}O)。このTT の発

達不良は、 2倍体品種で

は開花 1"'2 週間前に見

られる隔壁表皮細胞の

TT 細胞化が、 4倍体品種

では不活発であるため

Timeof 

GA 3 

application 

Polli-

nation Z 

ー 14DBF Cross 

Self 

Open 

-9 DBF Cross 

Self 

Open 

U ntreated r' 
しross

Self 

Open 

NO.of 

pollens 

on stlgma 

16.5a Y 

13.0a 

2.8b 

21.4a 

6.4b 

6.8b 

26.3a 

21.1 a 

8.9b 

Stjle 

Middle Base 

7.5a 6.6a 

0.2h 0.2b 

O.Ob O.Ob 

14.5a 8.1a 

I.Ib O .4b 

0.3b O.lb 

8.4 6.0 

11.3 7.0 

8.7 6.1 

Ovary 
M 】cro-

Upper 恥1iddle Lower 
pyle 

4.9a 0.1 0.1 C f) 

O.lb 0.1 0.0 0.0 

O.Ob 0.0 0.0 0.0 

4.8a 2.1a 0.7a 0.1 

O.lb O.lb O.Ob 0.0 

O.lb O.Ob O.Ob 0.0 

4.0 2.4 1.1 0.5 

3.5 1.4 0.8 0.4 

2.4 1.4 1.0 0.5 

Z Cross ， po Ilinated with Muscat of A1exandri ‘ッoIlen; Se1f ， pollinated with self po Ilen in the same c¥usters 

Open ， unpollina 飽d. Po Ilen tubes in pistils were counted three days after pollination 

YMeans in each column in each cu1tivar were 潟 P紅 ated by DMRT (p<0.05 ， n=8). 

-14 -



J. ASEV Jpn. ， Vo l. 15 ， No. 1 (2004) 

と考えられている (12) 。そこで、本実験で認められ

たGA 3の適期処理による花粉管生長抑制は、 TT 発達が

GA 3によって抑制されたためではないかと考え、開花

期における雌ずい各部のTT の発達程度を調査した。

しかし、デラウエアおよびマスカット・ベーリ-Aの

両品種とも、 GA 3処理によるTT 発達の抑制は認められ

なかった。さらに、無処理区でも子房内ではTT の内

部を通過する花粉管は少なく、ほとんどが隔壁の表面

や隔壁の隙間を伸長しており、こ札らの品種ではTT

の発達と花粉管生長とはあまり関係がないと考えられ

た。一方、ブドウの雌ずいには花粉管生長阻害物質

(PG I)が存在し (9)、この活性は2倍体ブドウより4

倍体ブドウで高い (4) 0 2倍体品種でもGA 3処理によ

ってPGI の活性が強まって、花粉管生長が阻害された

のかもしれない。

2002 年の実験では、開花後にすべての供試花穂に発

芽能力の十分高いマスカット花粉を人工受粉したが、

2003 年の実験では、それに加えて、 GA 3処理した花穂

の花粉(自家花粉)を受粉した場合、不受粉で放任し

た場合との比較を行ったところ、 GA 3の適期、遅延処

理区とも自家受粉では雌ずい内に伸長した花粉管が明

らかに少なく、不受粉の場合は柱頭上の花粉粒数が非

常に少なく、雌ずい内に伸長した花粉管もほとんどな

かった。実際の栽培では、他品種¢花粉や無処理のデ

ラウエア健全花粉が受粉される可能性はほとんどない。

また、 GA 3処理された自家花粉が風媒や虫媒で受粉さ

れる可能性はあるが、その場合でも、本実験の適期処

理・不受粉(放任)区で見られたように、受粉される

花粉数は非常に少なく、雌ずい内に花粉管が伸長する

可能性も非常に低いので、適期に処理した場合はほぼ

確実に無核化されると考えられる。

4倍体品種では、一般的に子房内に伸長する花粉管

数は非常に少ない (6)。本実験でも、安芸クイーンの

無処理区の子房下部に伸長した花粉管は平均 1本以下

であり、ピオーネでは0本であった。安芸クイーンに

対してはGA 3処理による花粉管生長阻害効果が明らか

であったが、ピオーネに対するGA 3処理は、花粉管生

長の抑制にはほぼ関係がないと思われる。一方、安芸

三浦恵子・岡本五郎

房壁の厚さはGA 3処理によって有意に増大した。いず

れにしても、開花中や開花期後の4倍体品種の花穂に

対するGA 3処理は、子房の発育を促進することによっ

て着粒を促すと考えられる。このように、 GA 3処理が

4倍体品種の無核果の着粒を促進する機構は、品種に

よって細部は異なるように思われる。

摘要

ブドウの花穂に対するジベレリン A 3 (GA 3) 処理に

よって、無核果が形成される機構を解明するために、

2倍体品種のデラウエアとマスカット・ベーリーA に

ついて、受粉後の雌ずい内での花粉管生長と花粉管誘

導組織 (TT) に及ぼす影響を調査した。両品種に対

する適期(それぞれ満開 14 ，11 日前)の 100 ppm 浸潰処

理によって、子房内での花粉管伸長は明らかに阻害さ

れ、珠孔への花粉管進入は完全に阻止された。しかし、

この場合でもTT の発達に影響は認められなかった。

適期よりも数日遅れた処理では、子房内での花粉管生

長の阻害程度が低く、珠孔内に到達した花粉管が見ら

れた。 4倍体品種の安芸クイーンには、 25 ppm GA 3を

開花期に、ピオーネには開花後に処理した結果、両品

種とも無核果の着生数が著しく増加した。安芸クイー

ンでは、 GA 3処理によって雌ずい中での花粉管伸長が

抑制されるとともに、開花5'"'-'10 日後の匪珠の生長と

子房壁の細胞分裂が促進された。一方、ピオーネでは

無処理でもすべての花粉管が子房内で停止し、 GA 3処

理の効果は子房壁の発達促進に認められた。

これらの結果から、 2倍体品種ではGA 3の適期処理

は子房内での花粉管生長を抑制するため匪珠が不受精

となって無核になるが、その原因はTT の発育不良に

よるものではない。一方、 4倍体品種では開花中また

は開花後のGA 3処理によって無核果粒の着生が増加す

るが、その原因は開花後の子房壁または子房の発育促

進によると考えられる。
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